
新幹線でがんばる町 隔⽉刊 Vol.1
平成25年1⽉≡⽊古内EXPRESS≡

平成24年7⽉から活動を開始した⽊古内町
の地域おこし協⼒隊『はやぶさ０３』が、平
成27年度末の新幹線⽊古内駅開業に向けての
様々な取り組み状況などを町内外の皆様にお
知らせします。

新幹線⽊古内駅開業に向けた魅⼒ある観光地づくりを進めていくため、この度、「⽊古内観光アクション
プラン」及び道南⻄部９町による「広域観光アクションプラン」を策定しました。

開業までの時間がせまる中、今後、地域が⼀体となって、全国から観光客を呼び込めるような地域づくり
を戦略的に展開して参ります。

２つの「観光アクションプラン」を策定しました！
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広域観光アクションプラン⽊古内観光アクションプラン

※アクションプランの詳細は、⽊古内町公式ホームページ（http://www.town.kikonai.hokkaido.jp）をご覧いただくか、
⽊古内町役場まちづくり新幹線課新幹線振興室までご照会ください。

北海道新幹線の正式な開業⽇は未定ですが、
⽊古内駅新幹線観光駅⻑「キーコ」が開業機運
を盛り上げるため、平成27年度末⽇を開業⽇と
仮定して「勝⼿に」カウントダウンを開始しま
した。ボードは役場１階の「キーコ駅⻑室」に
常設しておりますので、是非ご覧ください。

↑ 除幕式に駆けつけてくれた保育園児との記念写真 (H24.12.17)

エ ク ス プ レ ス

■各プランの意⾒交換等を実施
アクションプランの策定に伴い、町内関係団体

との意⾒交換会及び、道南⻄部９町による「新幹
線⽊古内駅活用推進協議会」を開催しました。参
加者の皆様からは、より実効性のある取り組みを
早期に展開することや、若い⼈の⼒を積極的に取
り⼊れていくべきなどといった意⾒が出されまし
た。 ↑各観光アクションプランに関する意⾒交換の様⼦

(Ｈ24.11.29/11.30)

ー魅⼒ある新幹線観光の推進に向けてー

き こ な い

・戦略的な域外プロモーション推進
・個⼈、団体観光の推進
・歴史観光の魅⼒向上 など

事業
内容

道南⻄部９町が全国各地から観光客を
呼び込めるように、魅⼒的な広域観光
地づくりを⾏う。

目的

・おもてなしの⼼づくり
・まち歩きの展開
・魅⼒的なおみやげ品の開発 など

事業
内容

⽊古内町⺠が新幹線開業という感動を
分かち合い、観光客に感動を与える魅
⼒的な観光地づくりを⾏う。

目的

開業に向け「勝⼿に」カウントダウン開始！



≡⽊古内EXPRESS≡
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グルメパーク inさいたまで
道南⻄部９町の魅⼒をアピール！

参加者急増！新たな⽊古内観光の旗⼿「体験観光」を担う⼈

私達が『はやぶさ０３』です！
私達は、北海道新幹線⽊古内

駅開業を機とした地域活性化の
ため都市部から⽊古内町に移住
した『地域おこし協⼒隊』です。
観光客に対し、⽊古内駅を拠点
とした道南⻄部９町をご案内す
る『観光コンシェルジュ』を目
指して活動しています。

当初３⼈でスタートしました
が、今は２⼈で元気に活動中で
す。席は⽊古内町役場にありま
すが、魅⼒ある観光資源を求め
て９町を⾶び歩いていますので、
よろしくお願いします。

昨年11⽉17⽇から18⽇
にかけて⾏われた「みなみ
北海道グルメパーク inさ
いたま・大宮」にキーコ駅
⻑とはやぶさ０３が参加し、
特産品の販売やステージイ
ベントを⾏いました。

◆体験観光でのやりがいは。
児童・⽣徒たちの「笑顔」と、体験後の成⻑

が⾒られることです。
◆体験観光メニューでのオススメは。

何と⾔っても受け⼊れ数の多い地引き網体験。
獲れる魚の量と種類が多いのが好評です。
◆読者へ⼀⾔コメントを。

体験観光のメニューは、地引き網や乳⽜の搾
乳体験、お寺宿泊など「海・⼭・歴史・⽂化」
の各分野から幅広く約３０種も揃っています。
今年は隣町の知内町で砂⾦掘り体験も⾏なわれ、
地域間交流にもつながっています。

⽊古内まちづくり
体験観光推進協議会
会⻑ 東出 ⽂雄 ⽒

■⽊古内まちづくり

⽊古内町観光協会が中⼼と
なり、⼀次産業者・商⼯業
者・町⺠有志が町外各地の修
学旅⾏⽣をターゲットとし、
体験観光を受け⼊れしている。

３年前までは、来町者が年
間約500⼈だったのが、今年
度は約1,700⼈を受け⼊れ、
⽊古内町の新たな観光産業と
して定着している。

※体験メニューの詳細は、⽊古内町観光協会ホームページ

物販店では、はこだて和⽜コロッケやあわびが
終了時刻前に完売。ステージイベントでは大勢の
観客の前で、当町はもちろんのこと、道南⻄部９
町の観光地や特産品もＰＲ。これからも様々な場
所へ出向き、ＰＲをして⾏きたいと思います。

浅⾒ 尚資(あさみっち)

津⼭ 睦(むっちゃん)

スリー

ー 特集新幹線でがんばる⼈たちー

新幹線開業により、沿線からの集客を目指し
ていきますが、規模拡大や事業化、収益化だけ
でなく、「⼈」と「⼈」との”絆”を大事にして、
⽊古内町を第⼆の故郷と思っていただくような
受け⼊れを⼼がけていきたいと思っています。

エ ク ス プ レ スき こ な い

↑ パン作り体験

↑ 地引き網体験 ↑ ホタテ養殖放流体験

体験観光推進協議会

（http://kikonai-kankou.net/）をご覧ください。



新幹線でがんばる町 隔⽉刊 Vol.2
平成25年3⽉≡⽊古内EXPRESS≡

平成24年7⽉から活動を開始した⽊古内町
の地域おこし協⼒隊『はやぶさ０３』が、平
成27年度末の新幹線⽊古内駅開業に向けての
様々な取り組み状況などを、町内外の皆様に
お知らせします。

ー⽊古内観光の新たな可能性に挑戦ー
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鉄道運輸機構から新幹線⽊古内駅舎の模型が
貸与されました。地域材である「道南杉」を窓
枠や天井部分に使うと共に、エスカレーターや、
天候に左右されずに乗降できるホーム全⾯の屋
根などが設置される予定です。役場1階ロビーで
展⽰しておりますので、ぜひご覧下さい。

今後、駅舎の⼯事が開始され、平成27年5⽉
に完成する⾒込みです。↑ 駅舎 300分の1模型。とても精巧で、開業の実感が湧いてきます。

エ ク ス プ レ スき こ な い

新幹線⽊古内駅の模型を展⽰中！

ー道南⻄部９町関係者の皆様をおもてなしー

渡島⻄部、檜⼭南部の各町に出向くことが多
い“はやぶさ03”ですが、普段からお世話になっ
ている各町の皆様をお招きし、⽊古内の魅⼒を
知って頂きたいとの思いで、去る1⽉14⽇(⽉)
に「ようこそ⽊古内ツアー」を開催しました。

今回は「寒中みそぎ祭り」のご紹介をメイン
とした内容で、はじめに⼣闇の⽊古内を提灯と
かがり⽕で幻想的に照らしながら歩く「みそぎ
⾏列」を体験して頂き、佐⼥川神社で厳寒の中
繰り返される「⽔ごり」を⾒学。その後の懇親
会では、⽊古内特産のはこだて和⽜と⻑いもを
使った「こうこう汁」で、⾝体を温めて頂きま
した。

3連休の最終⽇にも関わらず、各町から多くの
皆様にご参加頂き、中にはご宿泊された⽅も。
皆様との懇親が⼀層深まると共に、今後の新幹
線開業に向けて、それぞれの町の魅⼒をいっそ
う連携して発信していこうとの思いを確認し合
いました。
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新幹線⽊古内駅を利用する観光客の⽅々のま
ちなか回遊を図ることや、はやぶさ03の案内能
⼒向上を目的として、“まち歩きガイド”の実践
訓練を始めました。

コースは⽊古内駅前からみ
そぎ浜までで、前半は、駅前中
央商店街の魅⼒的な店に⽴ち寄
りつつ、店主の⽅々との会話を
楽しみながらのまち歩き、そし
て後半は、かつて⾏修者をつと
めた⼯藤さんの体験談を交えな
がら、⽊古内が誇る神事「寒中
みそぎ」の魅⼒を堪能して頂く
内容です。

今後も、参加された⽅の
アドバイスを参考に、⽊古
内の魅⼒を凝縮した楽しい
まち歩きをつくり、新幹線
開業に向けたまちの活性化
につなげていきます。

この訓練は1⽉下旬から、
観光関係者の⽅々を対象とし
て3回実施しており、おかげ
さまで大好評。「何気なく通
り過ぎてしまうような町で、
こんなに楽しい時間を過ごせ
たことに驚き」といった声が
多数寄せられています。

⽊古内”まち歩きガイド”訓練 実施中！ “ようこそ⽊古内ツアー”を開催！



www.facebook.com/kikonai.hayabusa03
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私たちが記事を書いてます

⽊古内特産「はこだて和⽜」が品評会で４連覇！

新幹線⽊古内駅活用推進協議会 ⼆次交通部会を発⾜
⽊古内駅を拠点とした、渡島⻄部・檜⼭南部地域における⼆次交通のあり⽅

と⼆次交通を基盤とした新たな広域観光の⽅策について検討を⾏なうため、2⽉
5⽇(⽕)に松前町・上ノ国町・江差町・⽊古内町・函館地区バス協会・JR北海道
で構成する⼆次交通部会が発⾜しました。

◆最優秀賞受賞おめでとうございます！
大変光栄だが、いつも通りに、⽜の健康管理に気を遣っ

たり、⼀頭⼀頭丹精込めて⼿を掛けたりした結果、たまた
ま受賞できただけ。地域の農家が⼀丸となって、ブランド
を守り育ててきたことも大きい。

◆和⽜を育てる上で気を付けている点は？
与える粗飼料とブラッシング。粗飼料は、自家製の牧草

の内、良い部分だけを与えている。また、稲わらは自家製
の道南特産⽶「ふっくりんこ」のわらを与えている。ブ
ラッシングをすると、⽜が喜ぶと共に、健康チェックにも
なる。元気のない⽜は寄って来ないからすぐ分かる。

◆オススメの⾷べ⽅は？
サーロインや肩ロースを塩コショウのみで焼いて⾷べる

のが⼀番。旨味が引き出され「⽢い」と感じる。⾁の部位
は、柔らかさとサシのバランスが取れた「A3」ランクが良
い。

◆新幹線開業に向けた思いは？
⽊古内駅で降りる⽅々に、⽊古内でしか⾷べることがで

きない「はこだて和⽜」を味わって欲しい。そして「美味
しい」と⾔ってくれたら大変嬉しい。

「はこだて和⽜」⽣産農家
東出 雅史 ⽒

■はこだて和⽜
⽊古内町の肥育農家4軒で年

220頭ほど⽣産している「あか
⽑」の和⽜。

はこだて和⽜は⼀般的な⿊⽑和
⽜に⽐べ、脂肪分が少なくヘル
シーな上、旨み成分を豊富に含む
赤⾝部分が多い。近年の健康志向
や嗜好の多様化に伴い、注目が⾼
まっている。

道内のあか⽑和⽜品評会である
「北海道あか⽜枝⾁共励会」で
「はこだて和⽜」が5年連続で最
優秀賞を受賞。東出⽒は4年連続
で受賞した。

⽊古内町では、はこだて和⽜の
特⻑を活かしたグルメ開発などを
推進している。

ー 特集新幹線でがんばる⼈たちー

エ ク ス プ レ スき こ な い

↑ はこだて和⽜のカワイイお顔

↑ はこだて和⽜の⾁

↑ 大自然の中で、のびのびと
育てているはこだて和⽜

津⼭ 睦浅⾒ 尚資

⽊古内町 地域おこし協⼒隊
新幹線地域活性特命チーム

《 はやぶさ０３ 》

フェイスブックで情報発信中

道南⻄部９町の魅⼒や、
私たち“はやぶさ０３”の
活動をお知らせするため
にfacebookページを開設
しています。facebookに
未登録でも閲覧できます。

⽊古内町 新幹線地域活性特命チーム はやぶさ０３

↑新幹線⽊古内駅活用推進協議会 ⼆次交通部会(H25.2.5)

部会では、観光客が利用しやすいバスの
運⾏⽅法の検討をすることや、函館バスが
現在運⾏している定期観光バス「道南史蹟
めぐり」号の魅⼒強化を進めること、⽴ち
寄っている町の観光メニュー開発と磨き上
げを優先的に⾏なうこと、地域全体が分か
りやすく⼀体的に観光案内を⾏なうための
バスガイドと町ガイドの連携を進めること
などを確認しました。

ー バスと地域が連携した新たな広域観光の推進に向けてー



新幹線でがんばる町 隔⽉刊 Vol.3
平成25年5⽉≡⽊古内EXPRESS≡

平成24年7⽉から活動を開始した⽊古内町
の地域おこし協⼒隊『はやぶさ０３』が、平
成27年度末の新幹線⽊古内駅開業に向けての
様々な取り組み状況などを、町内外の皆様に
お知らせします。
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↑マップ(左)と中吊り広告(右) JR北海道-函館管区の列⾞内で掲⽰中

エ ク ス プ レ スき こ な い

ぶらり“鉄まち⽊古内”の旅が始まる
古くから鉄道の要衝として発展してきた⽊古内。

今後、新幹線開業や江差線（⽊古内〜江差間）廃
⽌に向けて、来訪が増すと考えられる鉄道愛好家
の⽅々にまちの魅⼒を堪能していただきたいとの
思いから、「ぶらり“鉄まち（＝鉄道のまち）⽊
古内”の旅」と題して、⽊古内周辺の鉄道に関す
るスポットを歩いていただく企画をスタートしま
した。今後、JR⾞内の中吊りや、パンフレット配
布などによりPRしていきます。

⽊古内観光アクションプランとは？
⽊古内町では平成27年度開業予定の北海道新幹線に

向けて、「⽊古内観光の魅⼒向上」を推進すべく、昨
年12⽉に「⽊古内観光アクションプラン」を策定しま
した。町⺠が新幹線⽊古内駅開業という「感動」を分
かち合うと共に、訪れる観光客に「感動」を与えるよ
うな魅⼒あふれる観光地づくりを⾏なうため、⽊古内
町と関係機関が進める計画です。別名を「⽊古内感動
戦略」と⾔います。

ー ⽊古内観光の魅⼒向上に向けてー

⽊古内
感動戦略

おもてなし
部会

まち歩き・商店街
部会

はこだて和⽜
部会

お土産品開発
部会

キーコ
部会

体験観光
検討会

「まち歩き・商店街部会」が本格始動！
ー魅⼒ある新幹線観光の推進に向けてー

⽊古内観光の魅⼒向上のために策定された「⽊古内観光アク
ションプラン」。プランを推進する部会の内の⼀つで、観光客を
「まち歩き」や「商店街」へ誘導し町の活性化につなげることを
目的とした『まち歩き・商店街部会』の第2回部会が、4⽉17⽇に
⽊古内町役場で開催され、商⼯会や駅前中央商店街組合など関係
団体から約20名が出席しました。

会議ではまず、部会⻑として商⼯会副会⻑の近藤公さんが選任
されました。その後、今後のスケジュールやまち歩きコース等に
ついて、活発に意⾒交換を⾏ない、まずフィールドワークから始
めることや、ガイドが有効だという話題から発展して、5⽉開催の
サラキ岬チューリップフェアへ来場する⼀般観光客に向けて、駅
前商店街のまち歩きガイドを5⽉4⽇に実施することなどが確認さ
れました。

←部会では
「街路に寒
中みそぎに
ちなんだ名
称を付ける
のはどう
か」などの
意⾒が出ま
した。

→まち歩きガ
イドを先⾏テ
ストしていた
「はやぶさ
03」の津⼭
さん(右)が、
ビデオで事例
を発表しまし
た。

↑アクションプランの推進組織(現時点でのイメージ)
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私たちが記事を書いてます

観光客のまちなか回遊を推進！「まち歩き・商店街部会⻑」に伺う

弘前市で観光の⻑期研修を実施

ー 特集新幹線でがんばる⼈たちー

エ ク ス プ レ スき こ な い

津⼭ 睦浅⾒ 尚資

⽊古内町 地域おこし協⼒隊
新幹線地域活性特命チーム

《 はやぶさ０３ 》
（はやぶさスリー と読みます)

フェイスブックで情報発信中

道南⻄部９町の魅⼒や、
私たち“はやぶさ０３”の
活動をお知らせするため
にfacebookページを開設
しています。facebookに
未登録でも閲覧できます。

⽊古内町 新幹線地域活性特命チーム はやぶさ０３

ー 観光先進地から成功事例を学ぶー

⽊古内への思い
を熱く語る、ま
ち歩き・商店街
部会
部会⻑
近藤 公さん

今後については「部会メンバー以外の⽅々にもフィー
ルドワークに参加して頂き、⼀緒に歩いて⼀緒に感じる
ことにより、外から⽊古内に来るお客様に対して、⽊古
内の思いを伝えることができるようになれば」とおっ
しゃると共に「町⺠に限らず、いつでも意⾒や情報が欲
しい。今後、より意⾒を出しやすくするために、具体的
な問いかけをするよう⼼掛けたい」と、内外の⼒を結集
した魅⼒ある『まち歩き』の推進に強い意欲を⽰されま
した。

⽊古内町の「はやぶさ０３」
は道南⻄部9町全体の観光コン
シェルジュを目指して活動して
います。その活動の⼀環として、
観光の様々な取り組みが全国か
ら注目を集めている、⻘森県弘
前市の「弘前観光コンベンショ
ン協会」に協⼒を仰ぎ、3⽉7⽇
から1週間、観光の研修を受けて
きました。

観光案内とは何か？、弘前市
の観光が成功しているのはなぜ
か？、広域連携は何をすべき
か？、などについて学びつつ、
⼈気コンテンツの「路地裏探偵
団」を体験したり、弘前のコ
ミュニティFMにも急遽出演して
9町をPRするなど、濃密な1週間
を過ごしました。

↑ 弘前市観光コンシェ
ルジュの村岡さん(右)か
ら情報の整理⽅法を学ぶ、
⽊古内町観光コンシェル
ジュ⾒習いの浅⾒(左)

弘前市では従来型の観光
スタイルから転換を図るた
め、早くから「明確なコン
セプト」の策定と、「オー
プンなアイディア出しの
場」づくりを⾏なってきま
した。その結果、お城と桜
に依存し過ぎない観光コン
テンツがいくつも⽣まれ、
積雪量の多い地域でありな
がら、四季を通じて観光を
楽しめるようになりました。

我々はこの成功事例を真
摯に学ぶと共に、⽊古内な
らではのスタイルを早期に
確⽴することで、新幹線開
業当初から最大限の効果を
得られるよう取り組みを進
めていきます。

弘前観光コンベンション
協会の坂本事務局⻑を始め、
弘前市の皆様には大変お世
話になりました。厚く御礼
を申し上げます。

facebookで無料のアカウント登録を
すると、「いいね！」ボタンを押したり、
記事に対してコメントを記⼊したり、
facebookユーザー間でコミュニケー
ションすることもできます。交流が自然
と広がっていくので⾯⽩いですよ。

↑ 部会で議題を進⾏
する近藤部会⻑(右)

新幹線観光の推進に向けた重要な戦略を担う「ま
ち歩き・商店街部会」。この度、同部会の部会⻑に
就任された近藤公さんに抱負を伺いました。

近藤部会⻑は「部会で⽊古内の魅⼒を磨き上げる
ことを通じて、観光客はもちろん町⺠も⽊古内の
ファンになって欲しい。そして町内外の⼈々の交流
を深めて、より⽊古内に⾜を運んでもらうようにな
るのが、新幹線開業に結び付いた⼀つのゴールだと
思う」と構想を語ってくれました。

まち歩きについて伺うと「⽊古内
は『寒中みそぎ祭り』で有名。是非
みそぎ浜で海に⼊って津軽海峡の潮
の流れを感じると共に、夜の散歩で
波の⾳が聞こえる海の近さを体感し
て欲しい」と⽊古内の魂について
語った上で、「まち歩きが終わった
ら、近所の寿司屋で⼣陽を感じなが
らビールを⼀杯というのもいいじゃ
ないですか」と具体的な楽しみ⽅に
まで話が及びました。

↑ 弘前観光の標題
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平成24年7⽉から活動を開始した⽊古内町
の地域おこし協⼒隊『はやぶさ03』が、平成
27年度末の新幹線⽊古内駅開業に向けての
様々な取り組み状況などを、町内外の皆様に
お知らせします。

－９町の⾸⻑が⼀同に参集－

⽊古内EXPRESS H2507.Page1             北海道 ⽊古内町役場 まちづくり新幹線課 新幹線振興室 Tel:(01392)2-3131/Fax:(01392)2-3622 

5⽉29⽇に北海道新幹線⽊古内駅の安全祈
願・⽴柱式（いわゆる起⼯式）が⾏われました。
荒川副知事や渡島⻄部・檜⼭南部各町⻑などの
ご臨席の下、関係者が備え付けられた柱のナッ
トの締め付けを⾏い、⼯事の安全を祈りました。
⼯事は6⽉から本格化し、平成27年5⽉の完成を
目指します。

新幹線⼯事もいよいよ最終章。町⺠の夢や期
待も今まで以上に膨らんでいきます。↑ ⽴柱式で柱のナットを締める大森町⻑（Ｈ25.5.29）

エ ク ス プ レ スき こ な い

新幹線⽊古内駅、ついに着⼯！

－ 関係者が定観バス「道南史蹟めぐり」号に試乗－

新幹線⽊古内駅活用推進協議会の「⼆次交通部会」が
5⽉24⽇に開催され、江差町、上ノ国町、松前町、⽊古
内町、その他関係団体の約20名が参加しました。

今回は、当地域を周遊する唯⼀の交通機関である、函
館バスの定期観光バス「道南史蹟めぐり号」の試乗がメ
イン。⼀⾏は、早朝に函館駅を出発後、バスガイドや地
域ガイドの案内の下、江差町の中村家や松前町の藩屋敷、
松前城などを巡った後、意⾒交換を⾏い、「道南史蹟め
ぐり号」を核とした⼆次交通ルートの形成や、バスの魅
⼒向上策などについて活発な議論を⾏いました。
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新幹線⽊古内駅を核とした広域観光ルートの形成等を目
的とした「新幹線⽊古内駅活用推進協議会」の今年度初会
合が、5⽉23⽇に江差町で開催されました。

今回は、平成22年度の協議会設⽴以来初めて、各町の
⾸⻑やその他構成機関の幹部にもご出席いただき、事務局
から協議会のこれまでの取組について説明を⾏うとともに、
本年度の事業内容を協議しました。

席上においては、北海道宝島旅⾏社の鈴⽊社⻑のミニ講
演会も実施し、「他の地域に勝る観光資源・魅⼒を明確化
し、それぞれの町ならではの魅⼒を体感できるプログラ
ム・仕組み作りが必要」などといった貴重なご提⾔を頂戴
しました。

第１回新幹線⽊古内駅活用推進協議会開催

⼆次交通の本格検討開始！

↑「道南史蹟めぐり号」試乗体験の様⼦
（Ｈ25.5.24）

↑協議会での意⾒交換の様⼦（Ｈ25.5.23）
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私たちが記事を書いてます

創業７９年⽼舗菓⼦店の若き店主が挑む！新たな挑戦！

「はやぶさ03」の各町「⻑期研修」開始！
「観光コンシェルジュ」を目指した訓練を本格化するため、「はやぶさ03」

が各町に1週間程滞在して、地域の観光資源等を学ぶ「⻑期研修」がスタートし
ました。

初回の福島町研修では、するめ加⼯会社を取材し、⽇本⼀の⽣産量を誇るす
るめにかける⽣産者の思いなどを学ぶことができました。また、6⽉の江差町研
修では、江⼾〜昭和初期の歴史的街並みを再現した「いにしえ街道」に、江差
に住む⼈々の息吹を通わせるための取り組みを学ぶなど、江差の活性化にかけ

◆観光みやげ品を開発するきっかけは。
北海道新幹線開業が間近に迫り、町内の開業

機運を⾼めることと、地域の⾷材を使い、ここ
でしか買えないお菓⼦を作りたいと思い参加し
ました。
◆開発のコンセプトは。

地産地消にこだわり、⽊古内町で何が使える
かを考えた結果、⽶粉を使用したお菓⼦を考案
しました。「もちぱい」はパイのサクサク感と
⽶粉のもちもち感の相性が抜群！パイの⾷感に
こだわり、焼き⽴てはお店でしか販売していま
せん。⼀⽅、「Ｙａ！キーチョコ」は、福島町
の⿊⽶（くろまい）をブレンドしたもなかと、
⽊古内町の⽶粉を使用した「⽶どん」とのコラ
ボ商品です。もなかと焼き上げたチョコの⾹ば
しさが絶妙です。

観光みやげ品開発事業
参加事業者
菓⼦処 末廣庵

⽵⽥ 光伸 さん

＜観光みやげ品開発事業＞
新幹線開業に向けて、⽊

古内町の地域資源等を⽣か
した新たな観光みやげ品開
発を促進することを目的に
⽊古内町が開発事業者に⼀
定の補助を⾏う事業。

平成23〜24年度の2年
間で11業者による20商品
が続々と誕⽣しており、⽊
古内の魅⼒向上につながっ
ています。

－ 特集新幹線でがんばる⼈たち－

エ ク ス プ レ スき こ な い

↑⽊古内産⽶粉を使用した
「もちぱい」（1個130円）

↑⽊古内産「⽶どん」を使用した
「Ya!キーチョコ」（1個150円）

津⼭ 睦浅⾒ 尚資

⽊古内町 地域おこし協⼒隊
新幹線地域活性特命チーム

《 はやぶさ０３ 》

フェイスブックで情報発信中

道南⻄部９町の魅⼒や、
私たち“はやぶさ０３”の
活動をお知らせするため
にfacebookページを開設
しています。facebookに
未登録でも閲覧できます。

⽊古内町 新幹線地域活性特命チーム はやぶさ０３

↑福島町研修 大久吉⽥商店
スルメ取材の様⼦(H25.5.16)

－ 観光コンシェルジュを目指した訓練を本格化 －

◆⽵⽥さんにとって
お菓⼦とは。
自分の分⾝だと思って

います。自分が⽣み出し
たお菓⼦をおいしいと
⾔ってもらえることは本
当に嬉しい限りです。最
⾼の仕事だと思っていま
す。
◆最後に⼀⾔

北海道新幹線開業を機
に、⽊古内町の思い出の
⼀つとなる商品を作り続
けたいと思っています。

↑江差町研修 歴まち商店街取材
よしだ酒店の様⼦(H25.6.12)

る⽅々の熱い思い
を目の当たりにし
ました。

研修にあたり、
各町の皆様には大
変お世話になりま
した。厚くお礼申
し上げます。
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平成24年7⽉から活動を開始した⽊古内町の
地域おこし協⼒隊『はやぶさ０３』が、平成27
年度末の新幹線⽊古内駅開業に向けての様々な
取り組み状況などを町内外の皆様にお知らせし
ます。

「『⽊古内感動戦略』推進の集い」の開催に合わせ、新幹線でつながる⾸都圏や東北の⽅々に対して、北
海道最初の駅ができる⽊古内町⺠としてあたたかな歓迎の意を表するための、町⺠100⼈によるメッセージ
ボードを作成しました。町⺠⼀⼈ひとりが新幹線開業への思いや、⾷・観光資源のＰＲ、⾃⼰ＰＲなど、お
もてなしの⼼を表現。なかにはキーコやあか⽜、ヒグマからのメッセージなど、ユーモアあふれるメッセー
ジも・・・。今後、ボードは様々な⾏事や道外プロモーションなどで展⽰する予定ですので、⾒かけた際は
是⾮ご覧ください。

「⽊古内町⺠100⼈のメッセージ」ボードが完成!!
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7⽉5⽇（⾦）、キーコ駅⻑が実施している新
幹線開業「勝⼿にカウントダウン（※）」が
1,000⽇を迎えるのを記念し、「『⽊古内感動
戦略』推進の集い」を開催しました。当⽇は、
北海道商⼯会議所連合会の⾼向会頭や、ＪＲ東
⽇本研究開発センターフロンティアサービス研
究所の鎌⽥副所⻑も来町され、新幹線開業に向
けた暖かい激励のお⾔葉を頂きました。

↑ ⽊古内中学校の⽣徒さんと共に記念のカウントダウンを実施 (H25.7.5)

エ ク ス プ レ ス

↓B1版ポスターサイズ5枚を作成。かなりのインパクトです。ご協⼒いただいた⽅々、本当にありがとうございました。

－新幹線開業への思いを込めて－

き こ な い

新幹線開業「1,000⽇前」の記念⾏事を開催！

はぜたカレイの煮付けや、ざくざ
く⻭ごたえのあるソイ。ふうふう
して⾷べるとうきび。⼟のにおい
がする新じゃが、枝⾖。⾷べにこ
〜い！

まちあるき部会⻑ 近藤 公 ⽊古内駅新幹線観光駅⻑
キーコ

キーコが⼤好きな⽊古内町をみん
なに知ってもらいたくて、新幹線
開業が待ちきれないモゥ〜！
みんな早く会いに来てね♪

※勝⼿にカウントダウン
キーコ駅⻑が、平成27年度末⽇を新幹線⽊古内駅の仮の
開業⽇と仮定して実施しているカウントダウン

メッセージの例



■はこだて和⽜とアオモリシードルのコラボのきっかけは？
当店オススメの「はこだて和⽜メニューを⾷べた⽅が「アオモリ

シードルに絶対合う」と⾔われ、飲んでみたところ、とても相性が
良かったんです。⾷の「⻘函連携」は聞いたことがなかったし、⾃
分ができる料理で何かやってみようと思い、町のお⼟産品開発事業
で開発したビーフシチュー等のコラボを思いつきました。今回のコ
ラボはA-FACTORYのみなさまをはじめ、たくさんの⽅にご⽀援い
ただきました。本当にありがとうございました。
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私たちが記事を書いてます

夏満開！ ９町の魅⼒的なお祭りを体感！！

エ ク ス プ レ スき こ な い

津⼭ 睦浅⾒ 尚資

⽊古内町 地域おこし協⼒隊
新幹線地域活性特命チーム

《 はやぶさ０３ 》
（はやぶさスリー と読みます)

フェイスブックで情報発信中

道南⻄部９町の魅⼒や、
私たち“はやぶさ０３”の
活動をお知らせするため
にfacebookページを開設
しています。facebookに
未登録でも閲覧できます。

⽊古内町 新幹線地域活性特命チーム はやぶさ０３

－ はやぶさ03 道南９町 広域連携活動報告－

私たち「はやぶさ03」は道南９町の魅⼒的な観光情報を発信するため、連携
各町を訪れ勉強させて頂いています。今回は、夏のお祭りイベントを体感させ
ていただきました。

松前町「城下時代まつり」では、浅⾒が⾃慢のバイクで武者に扮し町内を激
⾛。福島町「やるべ福島イカまつり」では、夏合宿でご来町中の九重親⽅の迫
⼒に圧倒され、上ノ国町「上ノ国エゾ地の⽕まつり」では、巨⼤な松明の迫⼒
に驚かされるなど、隊員⾃らが、祭りを存分に楽しみながら勉強させて頂きま
した。

また、江差町の「姥神⼤神宮渡御祭」では、伝統ある津花町の⼭⾞「楠公
⼭」の⼀員に加えていただき、２⽇に渡って町の皆様と交流を深めさせて頂く
など、⼤変なご厚意を頂戴しました。

暖かく迎えてくださった各町のみなさま、本当にありがとうございました。

facebookで無料のアカウント登録を
すると、「いいね！」ボタンを押したり、
記事に対してコメントを記⼊したり、
facebookユーザー間でコミュニケー
ションすることもできます。交流が⾃然
と広がっていくので⾯⽩いですよ。

↑ 姥神⼤神宮渡御祭
（Ｈ25.8.10）

↑ エゾ地の⽕まつり
（Ｈ25.8.14）

↑ 城下時代まつり
（Ｈ25.8.13）

兄弟シェフが挑む、⽊古内・⻘森「⾷の⻘函連携」！
－特集新幹線でがんばる⼈たち－

バリエーション豊かなはこだて和⽜の
メニューを楽しめると評判の⾷事処

代表 飯⽥ 晃久さん（右）
店⻑ 飯⽥ 勝義さん（左）

■新幹線開業に向けて⼀⾔
新幹線を利⽤して多くの観光客にわざわざ「はこだて和⽜」を⾷

べに来ていただくため、ここでしか⾷べることが出来ない「はこだ
て和⽜」と様々な⾷材とのコラボメニューを今後も開発していきた
いと思っています。

「蕎⻨処 瑠瞳（るとう)」

↑ 「蕎⻨処 瑠瞳（るとう）」が7⽉に発
売を開始した、はこだて和⽜バーガー、ビー
フシチューとアオモリシードルの3点セット
（1,500円(税込)）

はこだて和⽜とアオモリシードルの
コラボメニューを新発売！

「アオモリシードル」って？
⻘森駅前の商業施設「Ａ－ＦＡＣＴＯＲＹ」
等を経営する㈱ＪＲ東⽇本⻘森商業開発がプ
ロデュースした⻘森県産のりんごを活⽤した
発泡性の果実酒。⽇本⼀のりんごの⽣産地で
ある⻘森の新たな魅⼒の逸品として、爆発的
⼈気が⾼まっている。
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平成25年11月≡木古内EXPRESS≡
平成24年7月から活動を開始した木古内町の
地域おこし協⼒隊『はやぶさ０３』が、平成27
年度末の新幹線⽊古内駅開業に向けての様々な

取り組み状況などを町内外の皆様にお知らせし
ます。

9月28日（土）、「ＪＲヘルシーウォーキング」が木古内
町で初開催されました。

新幹線開業に向けた “ お・も・て・な・し ” を実践!!
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今年5月27⽇に起⼯式が催されてから約半年、
新幹線木古内駅は現在ここまで形になってきま
した。写真の中央左側にある現JR木古内駅と比

べると、新幹線⽊古内駅の巨⼤さをご理解頂け
るかと思います。

平成27年5月の完成を目指して、駅舎の工事
は順調に進んでいます。

↑ 全⻑260mの偉容！圧巻の大きさです。（H25.10.23撮影）

エ ク ス プ レ ス

－「ＪＲヘルシーウォーキング」が木古内町で初開催 －

き こ な い

↓ 参加者の方も“みそぎ”を体験。

↑ 境内をＪＲ江差線が通過する名物スポット
「禅燈寺」では、ボランティアのプロカメラマ
ンによる記念撮影サービスを実施。

木古内の特産品をふんだんにつ
かった名物「こうこう汁」を参
加者全員にお振る舞い。 →

当⽇は、コース上の各所にチェックポイントを設け、町⺠
が木古内グルメを振る舞ったり、名所をガイドするなど、趣
向を凝らした“おもてなし”を参加者に提供。

今回の実践結果を踏まえ、今後⽊古内の魅⼒をさらに磨き
上げ、町⺠⼀丸となって新幹線観光につなげていきます。

本⾏事は、ＪＲ北海道が全道で展開しているウォーキング
イベントですが、今回、木古内町では、この機会を新幹線開
業に向けた木古内らしい観光やおもてなしの実践の場として

捉え、「まち歩き・商店街部会」や、「おもてなし部会」な
どが中⼼となって様々な取組を⾏うこととしました。

参加者からは「町をあげての歓迎が嬉しかった」、「JRの
イベントでここまでの規模は始めてだった」などの嬉しい感
想があったほか、「リピーターが来る仕掛けが必要」などの

貴重な意⾒も頂くことができました。

新幹線木古内駅、建設順調！



www.facebook.com/kikonai.hayabusa03
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私たちが記事を書いてます

開業プロモーションにモゥ〜ダッシュ中！！

エ ク ス プ レ スき こ な い

津山 睦浅⾒ 尚資

木古内町 地域おこし協⼒隊

新幹線地域活性特命チーム
《 はやぶさ０３ 》

（はやぶさスリー と読みます)

フェイスブックで情報発信中

道南⻄部９町の魅⼒や、

私たち“はやぶさ０３”の
活動をお知らせするため
にfacebookページを開設
しています。facebookに
未登録でも閲覧できます。

木古内町 新幹線地域活性特命チーム はやぶさ０３

－ 「キーコ」と共に東奔⻄⾛！！－

facebookで無料のアカウント登録を
すると、「いいね！」ボタンを押したり、
記事に対してコメントを記入したり、
facebookユーザー間でコミュニケー
ションすることもできます。交流が⾃然

と広がっていくので面白いですよ。

↑ 東武池袋「北海道物産展」

（Ｈ25.９.1９）

↑お米も追加した

９町ＰＲノベルティセット

木古内商人のど根性！
－ 特集新幹線でがんばる人たち－

アンテナショップ

「はやぶさー」の

運営メンバー

商⼯会⻘年部部⻑
吉川 衆司さん

最近の木古内駅前は工事の影響もあり、お店が少なく寂しい印象
でした。そこで、⽊古内に来てくれた⽅々に「何もない町だな〜」
と思われてはいけない！という思いで、商⼯会全員の⼒で営業を始

めました。
駅前で実際にお客様と対応したなかで、東京から来たお客様がレ

ンタルサイクルを利⽤し、「⽊古内の海がとっても綺麗だった。ま

たゆっくり遊びに来ます！」と言ってくれたのが嬉しく、町に興味

を持って回遊してくれる人が沢山いることに驚いています。
今は江差線を利⽤するお客様が多い状況ですが、次は「新幹線で

遊びに来よう！」と思ってもらえるよう、⽊古内の魅⼒を発信して

いきます。

北海道新幹線開業まで残すところあと２年半。
新幹線木古内駅開業をＰＲするため、新幹線木古
内駅活用推進協議会として、９月１９日は東武池

袋、１０⽉９⽇は⽇本橋⾼島屋で開業ＰＲを⾏っ
てきました。今回からノベルティとして道南産米
の「ふっくりんこ」を配布し、⾷の魅⼒もＰＲ。

⽶のパッケージには、⽊古内町⺠による１００⼈
のメッセージシールを貼り、皆様から「暖かさが
伝わる」と、好評を頂きました。 ↑ ⽇本橋⾼島屋「北海道物産展」

（Ｈ25.１０.９）

また、観光案内の時間では、９町
の魅⼒についてお客様から質問が殺
到。着実に９町の知名度ＵＰが図ら

れていることを肌で感じました。
もちろん、キーコ駅⻑も道南のイ
メージアップとＰＲにモゥ〜ダッ

シュ中！キーコに初めて会うお客様
が多く、「かわいい、かわいい」と
大人気でした。

■アンテナショップをはじめたきっかけと今後の抱負は？

今回取材の際にたまたまご来店された、兵庫県からお越し

の白石さんにお話しを伺ったところ、「江差線の乗り継ぎで

降⾞しました。⾃転⾞で回遊してみると、景⾊も良いし、急

⾏⾷堂で⾷べた焼きそばも美味しくて、⼤満⾜！もっと⽊古

内にいたいと思いました。お土産に買った「こんぶ」と「ホ

タテ飯」も食べるのが楽しみです！」とのこと。 こんな魅

⼒ある⽊古内にみなさん、是非いらしてください。

毎週日曜日に木古内駅前で営業

する「はやぶさー」。全部で３店

舗あり、地元の新鮮野菜などを販

売する１号店、レンタルサイクル

と観光グッズを販売する２号店、

飲食を提供する３号店がある。営

業は11月24日まで。

【アンテナショップ】

木古内駅前にアンテナショップ「はやぶさー」がオープン！


